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〇

戴

名

世

ω

ー

公

・
私

の

矛

盾

と

そ

の
展

開

ー

丶

須

藤

洋

一

方
苞
に
始
ま
る
桐
城
派
古
文
は
、
春

秋
戰
國
時
代
以
降
清
代
に
至
る
二
千
年
の

中
國
散
文
の
傳
統
を
受
け
繼

い
で
形
成
さ
れ
、

一
つ
の
總
括
的
形
態
と
し
て
清
代

散
文
の
主
座
を
占

め
た
の
ち
、
民
國
初
年
の
文
學
革
命
に
お
け
る
近
代
文
學
と
の

樹
立

・
相
剋

の
中

で
敗
北
し
て
ゆ
く
知
識
人
の
文
學
活
動
で
あ
る
。
そ
の
形
成

・

發
展

・
衰
退
の
過
程
は
、
中
國
知
識
人

の
言
語
意
識
あ
る
い
は
世
界
觀
の

一
連
の

展
開
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
範
圍
を
初
期
の
形
成
過
程
に
限

っ
て

も
、
問
題
と
す
べ
き
點
は
少
な
く
な
い
。
本
稿
は
か
か
る
關
心
の
も
と
に
、
方
苞

図

の
十
五
歳
年
長
の
友
人
、
戴
名
世
の
行
動
と
文
學
を
そ
れ
自
體
と
し
て
考
察
し
、

桐
城
派
古
文
の
母
體
の

一
角
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
意
圖
す
る
も
の
で
あ
る
。

戴
名
世

(字
田
有

・
褐
夫
。
號
は
藥
身

・
憂
庵

・
南
山
。
ま
た

一
名
宋
潛
盧
と

す
る
。
安
徽
桐
城
の
人
。

一
六
五
已
-

一
七

一
三
)
は
そ
の
著
書
が
惹
き
起
し
た

に

康
熈
朝
の
文
字
獄
、

『
南
山
集
』

案
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
二
十
年
來
の
友
人
で

あ

っ
た
方
苞
は
こ
の
事
件
に
蓮
坐
し
て
入
獄
し
、
辛
く
も
死
を
冤
れ
る
が
、
名
世

献
刑
死
し
、
著
作
は
禁
綴
に
處
せ
ら
れ
る
。
後
世
の
評
價
は
民
族
主
義
者
と
す
る

る

　リ

エ

　

じ

　
マ

親
と

「
科
擧
の
士
」
と
す
る
説
に
分
れ
、
現
代
中
國
の
そ
れ
も

一
定
で
な
い
。
筆

わ

者
の
見
解
は
、
基
本
的
に
は
名
世
を
矛
盾
の
人
と
捉
え
る
諷
に
連
な
る
。

靦

點

と
前

提

戴
名
世
が

一
個
の
矛
盾
で
あ
る
と
い
う
時
、
そ
れ
は
彼

の
生
涯
に
關
わ
る
こ
と

で
あ

っ
て
、
單
に

一
時
期
の
樣
相
の
み
を
指
し
て
い
う
の
で
は
な
い
。
し
か
し
名

世
の
抱
え
た
矛
盾
が
ど
の
よ
う
な
態
の
も
の
で
あ

っ
た
か
を
考
え
る
場
合
、
そ
の

晩
年
に
起

っ
た

『
南
山
集
』
案
は
、
い
わ
ば
名
世
に
お
け
る
矛
盾
の
象

徴

と

し

て
、
重
要
な
意
味
を
も

っ
て
い
る
。

事
件
の
發
生
は
康
照
五
十
年
(
一
七

一
一
年
)
、
名
世
五
十
九
歳
の
冬
で
あ
る
。

當
時
彼
は
進
士
に
及
第
し
て
長
い
不
遇
の
時
代
に
繆
止
符
を
打
ち
、

中

央

官

僚

(翰
林
院
編
修
)
と
し
て
清
朝
に
仕
え
る
身
て
あ

っ
た
。

こ
れ

が

一
轉
し
て

"
謀

叛
"
の
罪
に
問
わ
れ
る
の
は
、
諸
生
時
代
の
古
文
集

『南
山
集
』
が
是
非
を
轉
倒

し
、
狂
悖
の
語
か
多
い
と
し
た
、
左
都
御
史
趙
申
喬
に
よ
る
彈
劾
に
端

を

發

す

る
。
こ
れ
を
受
け
て
翌
年
春
、
刑
部
等
は

『
南
山
集
』

『孑
遺
録
』
に

「
大
逆
」

の
語
あ
り
と
し
、
名
世
に
つ
い
て
は
直
ち
に
凌
遅
の
刑
に
處
す
る

べ

く
、

ま

た

『
潰
黔
紀
聞
』
を
著
わ
し
、
貴
州

・
雲
南
に
據

っ
た
南
明
に
關
わ
る
記
逋
が
名
世

の
多
く
操
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
方
元
成

(字
孝
標
。
號
鈍
齋
。
安
徽
桐
城
の
人
)
に
つ

い
て
も

「
大
逆
」
の
か
と
に
よ
り
そ
の
故
人
の
死
骸
を
暴

い
て
刻
む
べ
し
と
、
こ

の
ほ
か
兩
者
の

一
族
お
よ
び

『
南
山
集
』
に
そ
の
名

の
見
え
る
友
人

・
知
人
等
に

獨
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
立
斬

・
流
刑

・
降
職
な
ど
の
刑
に
處
す
る
の
が
相
當
、
と

し
た
上
奏
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
野
し
て
明
く
る
五
十
二
年
春
、
康
熙
帝
よ
り
最



終
的
な
上
論
が
下
り
、
名
世
は

一
等
罪
を
減
し
ら
れ
て
處
斬
、
他
の
者
も
罪
を
減

じ
ら
れ
、
こ
の
結
果
、
命
拾
い
し
た
者
は
三
百
餘
名
に
上

っ
た
。

そ
の
規
模
の
大
き
さ
に
お
い
て
、事
件
は
清
代
有
數
の
文
字
獄
で
あ

っ
た
か
、瓧

會
的
な
意
昧
は
さ
て
お
き
、
戴
名
世
と

の
關
わ
り
で
い
え
ば
、
こ
れ
は
同
時
代
の

あ
る
部
分
ー
ー
支
配
の
側
ー

か
ら
す
る
、
名
世
の
文
學
と
生
涯
に
對
す
る
評
價

で
あ
る
と
い
え
る
。
例
え
ば
御
史
趙
申
喬
の
告
發
が
名
世

に
關

し

て

「
狂
悖
」

「
狂
誕
」

「狂
妄
」

な
る
語
を
蓮
ね
、
異
常
者
と
し
て
激
し
く
非
難
す
る
の
は
、

名
世
の
思
想

・
言
論
が
體
制
の
埓
外
に
あ
る
こ
と
を
い
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

し
、
ま
た
刑
部
の
彈
劾
が
こ
れ
を

「
大
逆
」
と
す
る
の
は
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
名

世
を
敵
對
者
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け

る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
清
朝
に
よ
る
名
世

へ
の
評
價
が
當
を
得
た
も
の
か
ど
う
か
は
、
ま
た
別
に

問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
豫
め
筆
者

の
考
え
を
述
べ
れ
ば
、
そ
の
詳
價
は
名
世

の

一
面
に
關
す
る
限
り
、
少
し
も
的
を

は
ず
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
事
件
は
、
名

世
が
自
ら
を
清
朝
の
支
配
體
制
に
組
み
入
れ
よ
う
と
し
た
と
同
時
に
、
清
朝
に
對

す
る
否
定
者
で
も
あ

っ
た
こ
と
の
當
然

の
結
果
で
あ
り
、
冤
罪
と
い
う
べ
き
性
格

の
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
そ

こ
で
問
わ
れ
た
の
が
諸
生
時
代
の
發
言
て

あ

っ
た
に
せ
よ
、
事
情
は

一
個
の
矛
盾
と
も
い
う
べ
き
存
在
が
そ
の
矛
盾
の

一
面

を
突
か
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
轉
向
者
が
轉
向
以
前
の
遏
去
の
言
動
を
問
わ
れ
た
の

で
は
な
い
。
名
世
が
早
く
か
ら
明
朝

へ
の
深
い
傾
斜
と
同
時
代
に
對
す
る
激
し
い

反
撥
な
い
し
は
拒
絶
を
示
す

一
方
で
、
同
時
代
に
お
け
る
地
位

・
名
聲
を
欲
し
續

け
た
こ
と
、
し
た
が

っ
て
そ
の

一
生
は
樹
立
的
な
二
つ
の
志
向
が
交
錯
し
衝
突
す

る
歴
史
で
あ

っ
た
こ
と
、
等
は
次
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
名
世
の
經
歴

に

よ

っ
て

も
、
あ
る
程
度
窺
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

清
の
順
治
牛
ば
、
地
位
の
低
い
讀
書

人
の
家
に
生
ま
れ
た
名
世
は
、
明
の
遣
臣

と
し
て
山
中
に
隱
れ
た
曾
租
父
の
感
化

の
も
と
に
、
少
年
時
代
を
過
す
。
家
は
貧

戴

名

世

し
い
小
地
主
で
あ
る
。
二
十
歳
の
頃
よ
り
時
文
の
教
授
を
始
め
、
二
十
八
歳
で
縣

學
生
に
補
せ
ら
れ
る
。
や
が
て
郷
試
を
受
驗
し
、
落
第
(
三
十
二
歳
)。
翌
年
、
貢

生
に
選
ば
れ
、
さ
ら
に
翌
年
、
太
學
の
學
生
と
し
て
北
京
に
至
る
(
三
十
四
歳
)。

こ
の
間
、
名
世
は
曾
組
父
と
父
と
を
失

っ
た
。
時
文
歡
授

の
か
た
わ
ら
桐
城
を
中

心
に
各
地
で
明
に
關
わ
る
遣
編
を
收
輯
す
る
。
入
京
後
は
正
藍
旗
激
習
に
補
せ
ら

れ
、
ま
た
知
縣
を
授
か
る
が
、
受
け
な
い
。
北
京

で
二
度
目
の
郷
試
を
受
驗
し
、

再
度
失
敗
(三
十
五
歳
)、
太
學
の
友
人
と
と
も
に
山
東
を
遊
歴
し
た
の
ち
北
京
に

歸
り
、

こ
こ
で
や
は
り
太
學
の
學
生
と
し
て
入
京
し
た
方
苞
と
樹
面
す
る

(
三
十

九
歳
)
。

こ
の
の
ち
、

租
父
と
妻
と
を
續
け
て
失

い
、
北
京
て
の
生
活
を
打
ち
切

っ
て
南
京
に
移
住
す
る
(四
十
二
歳
)。
寓
居
は
方
舟

・
方
苞
兄
弟
の
家
に
近
く
、

名
世
は
し
ば
し
ば
往
來
し
た
。
以
後
、

一
時
北
上
し
て
北
京
に
滯
在
し
、
ま
た
、

學
使
に
招
か
れ
て
二
度
浙
江
に
赴
く
の
を
除
き
、
概
ね
南
京
で
の
生
活
が
績
く
。

四
十
九
歳
の
年
、

門
人
尤
雲
鶚
が
名
世
の
古
文
百
十
餘
篇
を
刻
し
、

『
南
山
集
』

團

と
す
る
。
桐
城
南
山
へ
の
歸
隱
の
心
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
翌
年
南
京

よ
り
居
を
移
し
て
實
現
を
見
た
。
し
か
し
こ
の
隱
遁
生
活
は
僅
か

一
年
餘
で
打
切

ら
れ
、
五
た
ひ
入
京
し
た
名
世
は
第
五
十
九
名
て
順
天
郷
試
に
合
格
、
擧
人
の
資

格
を
得
(五
十
三
歳
)、
さ
ら
に
會
試
に
應
じ
て
い
っ
た
ん
退
け
ら
れ
た
の
ち
、
再

度

の
受
驗
に
よ
っ
て
進
士
に
及
第
、

一
甲
第
二
名
の
成
績
で
翰
林
院
編
修
を
授
け

ら
れ
る
の
で
あ
る
(五
十
七
歳
)。
文
字
獄

『
南
山
集
』
案
は
こ
の
二
年
後
に
發
生

し
た
。
た
た
し
こ
こ
に
記
し
た
經
歴
は
、
主
と
し
て
名
世
の
行
動
に
着
目
す
る
も
の
で

あ

っ
て
、
直
接
に
は
そ
の
内
面
を
語
ら
な
い
。
名
世
の
文
學
者
と
し
て
の
經
歴
を

別
に
説
く
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
三
つ
の
異
な
る
時
期
に
お
け
る
彼
自
身
の
自
己

批
評
を
引
く
の
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
發
言
は
文
學
論

の
か
た
ち
を
と
り
つ
つ
、
名
世
の
矛
盾

の
意
味
を
解
く
た
め
の
ー

す
な
わ
ち
、一

二
〇

一
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普
遍
的
な
言
葉
で
語
る
た
め
の
ー

1
有
力
な
靦
點
を
提
供
し
て
い
る

か

ら

で

あ

る
。康
熈
二
十
八
年
(
一
六
八
九
年
)
、
戴
名
世
は
友
人
何
悼

(字
妃
瞻
。
江
蘇
長
洲

の
人
。

一
六
六

一
-

一
七
二
二
)
に
あ

て
た
手
紙
で
、
文
學
に
…對
す
る
自
ら
の
見

解
と
心
境
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

今
夫
文
章
之
陋
久
矣
。
妄
庸
相
投
、
日
日
巳
甚
。
僕
嘗
以
爲
文
章
者
非

一
家

之
私
事
、
至
今
日
而
不
得
不
引
爲

一
家
之
私
事
、
默
守
其
是
而
巳
。
(「與
何
岶
瞻

働

書
」
南
山
集
卷
五
)

時
に
名
世
は
三
十
七
歳
。
こ
の

一
節

は
彼
が
文
學

一
般
を
ど
の
よ
う
な
靦
點
か

ら
捉
え
て
い
た
か
を
端
的
に
示
し
て
興
味
深

い
が
、

こ
こ
で

「
一
家
之
私
事
」
に

封
立
す
る
概
念
を
姑
く

「
天
下
之
公
事
」
と
す
る
な
ら
、

こ
れ
に
相
當
す
る
靦
點

は
、
名
世
の
最
初
の
古
文
集
の
序
に
お

い
て
、
早
く
も
据
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え

る
。
と
同
時
に
、
手
紙
に
い
う

「嘗
て
」
の
考
え
も
、
最
小
限
そ
の
時
點
ま
で
遡

り
得
る
。
序
は
名
世
二
十
九
歳
の
執
筆

で
あ
る
。

有
道
於
此
焉
、
驅
天
下
之
人
揚
眉
瞬
目
、
以
從
事
於
共
間
、
則
豈
非
文
章
之

爲
道
歟
。
(「初
集
原
序
」
南
山
集
卷
二
)

む
ろ
ん
、
こ
の

一
般
論
の
形
を
と
る
文
學
へ
の
期
待
が
、
同
時
に
自
ら
の
文
學

に
獨
す
る
期
待
て
も
あ
る
こ
と
、
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
自
ら
の
文
學
こ
そ

「
天

下
之
人
」
を
目
醒
め
さ
せ
、

「道
」

に
至
ら
し
め
る
典
型
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

意
識
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

「初
集
原
序
」

の
不
遏
の
嘆

き
に
潛
む
張
い
自
員
は
、

そ
れ
を
思
わ
せ
る
に
十
分
で
あ
り
、

「與
何
妃
瞻
書
」

が
示
す
、
自
身
の
文
學
に
樹
す
る
無
力
感
、
限
界
の
自
覺
は
、
そ
の
自
員
の
裏
返

し
に
外
な
ら
な
い
。
書
簡
執
筆
時
の
名
世
に
と

っ
て

「
天
下
」
と
は

「彼
妄
庸
人

者
、
如
今
之
所
謂
名
士
、
開
口
説
書
、
執
筆
屬
文
、
天
下
之
人
皆
其
流
輩
、
以
故

從
而
稱
之
、
雖
語
以
是
非
之
故
、
皆
不
省
」
と
い
う
救

い
難

い
瓧
會

で
あ
り
、
從

二
〇
二

っ
て
彼
自
身
は

「如
僕
者
、
氣
力
單
弱
、
靦
其
猖
狂
恣
肆
、
而
不
敢
搭
挂
其
間
」

と
し
て
手
を
拱
く
の
を
餘
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

理
念

の
喪
失
と
も
い
う
べ
き
文
學
觀
の
轉
囘
に
際
し
、
最
も
有
力
な
契
機
と
し

て
働
い
た
の
は
、

こ
の
、

「
天
下
之
人
」

を
動
か
す
こ
と
が
い
か
に
困
難
で
あ
る

か
と
い
う
自
覺
、
自
身
に
お
け
る

「
公
事
」
の
斷
念

で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
り
、
十

一
年
後
、
四
十
八
歳
の
名
世
が
再
ひ
理
念
と
し
て
の

「公
事
」
に
氣
弱
い
執
着
を

見
せ
る

(「杜
溪
稿
序
」)
の
も
、
そ
れ
は
自
己
の
文
學
の
解
説
と
無
縁
で
な
い
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
戴
名
世
が
こ
れ
ら
の
發
言
に
よ
っ
て
直
接
間
接
に
明
ら
か
に
す

る
の
は
、
自
己
の
文
學
觀
が
〈
公

・
私
〉
の
概
念
を
基
本
的
な
枠
組
と
し

つ
つ
、

〈
公
V
か
ら
く
私
V
へ
の
轉
換
を
餘
儀
な
く
さ
れ
、
そ
れ
が
名
世
自
身
の
文
學
的

營
爲
に
お
け
る
不
本
意
な
轉
換
-

挫
折
ー

に
基
く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
釋
を
加
え
れ
ば
、
名
世
が
そ
の
文
學
の
軸
と
し
て
志
し
た
も
の
ー
ー
自

身
に
お
け
る

「公
事
」
と
は
明
史
の
執
筆
を
指
し
、
志
の
由
來
は
時
代
の
態
樣
と

密
接

に
關
わ
る
。

名
世
の
生
き
た
時
代
と
は
十
七
世
紀
中
葉
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
ま
で
、
清
朝
の

年
號

で
は
順
治

の
牛

は
か
ら
康
熙
の
末
近
く
ま
で
の
約
六
十
年
間
、
明
末
の
内
亂

に
乘
じ
て
關
内
に
入

っ
た
異
民
族
王
朝
が
、
軍
事
的
征
壓
、
言
論
統
制
、
知
識
人

の
懐
柔
等
、
硬
軟
兩
樣
の
方
途
を
も

っ
て
漢
土
に
支
配
權
を
確
立
し
、
統

一
と
安

定
を
目
指
す
時
期

で
あ
る
。
明
宋
、
滿
洲
族
に
抵
抗
し
、
清
朝
に
仕
え
な
か

っ
た

黄
宗
羲
、
湖
南

の
山
中
に
隱
れ
た
王
夫
之
、
が
當
時
な
お
存
命
で
あ

っ
た

こ

と

は
、
時
代

の

一
つ
の
特
微
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
名
世
の
眼
に
は
、
時

代
は
明
末

の
記
憶
を
急
速
に
失
い
つ
つ
あ
る
瓧
會
と
し

て
映
る

(「金
正
希
稿
序
」

南
山
集
卷
三
)。
他
方
、
曾
狙
父

・
租
父
を
中
心
と
す
る
族
人
か
ら
は
明
末

の
状
況

を
こ
と
細
か
に
傳
え
ら
れ
、
こ
の
周
圍
に
よ
る
記
憶
の
傳
承
と
時
代

一
般
の
記
憶

喪
失
と
の
落
差
が
、
名
世
に
孤
立
感
と
傳
承
者
と
し
て
の
使
命
感
と

を

植

え

つ



け
、
彼
を
し
て
明
史
執
筆
に
驅
り
立
て
る
の
で
あ
る
。
そ
の
論
證
は
別
稿
に
説
く

が
、
名
世
の
志
に
關
す
る
筆
者
の
見
解

は
、
大
略
次
の
逋
り
て
あ
る
。

e
戴
名
世
の
文
學
的
な
營
み
と
し
て
の
第

一
義
の
志
は
明
史
の
執
筆
で
あ
り
、

そ
れ
は
記
憶

の
傳
承
と
い
う
性
格

を

も

つ
。

⇔
そ
の
動
因
は
、
瓧
會
の
記
憶
喪

失
、
族
人
か
ら
の
記
憶
の
傳
承
、
儒
者

と
し
て
の

「
天
下
」
に
樹
す
る
責
任
意
識

で
あ
る
。
⇔
明
史
執
筆
の
目
的
は
、
清

に
羯
す
る
復
仇
、
明
の
再
興
に
あ
る
。
⑳

執
筆

の
前
提
と
な
る
隱
遁
は
、
危
險
を
孕
む
現
實
世
界
か
ら
の
逃
避
で
あ
る
と
同

時
に
、
明
朝
と
運
命
を
と
も
に
す
る
く
公
V
的
な
行
爲
て
も
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ

て
明
史

の
作
者
と
し
て
の
資
格
を
得
、
明
史
に
託
し
て
再
び
現
實
に
働
き
か
け
る

際

の
作
用
を
強
め
よ
う
と
す
る
の
て
あ

る
。

以
上
、
本
稿
は
こ
の
四
點
を
前
提
と
し
、
主
題
と
し
て
名
世
の
矛
盾
の
意
味
と
、

矛
盾

の
運
動
の
獨
自
の
樣
相
を
追
う
。
む
ろ
ん
、
名
世
の
矛
盾
が
、
そ
の
質

・
性

格
に
お
い
て
い
か
に
普
遍
的
で
あ
り
、

そ
の
深
刻
さ
、
あ
ら
わ
れ
方
に
お
い
て
い

か
に
極
立

っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
稿
の
み
に
よ
っ
て
は
明
ら
か
と
な

り
得
な
い
。
今
は
た
だ
、
か
か
る
矛
盾

が
清
代
の
漢
人
知
識
人
に
多
か
れ
少
な
か

れ
共
通
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
凝
縮

し
、
顯
在
化
し
た
か
た
ち
で
名
世
の
矛
盾

と
そ
の
必
然
と
し
て
の
文
字
獄
が
あ

っ
た
と
い
う
見
解
を
、
假
説
と
し
て
提
出
す

る
に
と
ど
め
る
。

二

世
界
觀
の
構
造

前
述

の
要
約
に
よ

っ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
戴
名
世
に
お
け
る
く
公

・
私
V

の
概
念
は
單
に
文
學
理
論
の
枠
組
と
し
て
あ
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
廣
く
世
界
觀

の
基
本
的
構
造
と
し
て
名
世
の
意
識
を
貫
い
て
い
る
。
形
成
は
比
較
的
早
い
と
思

わ
れ
る
が
、
〈
公

・
私
V
論
と
し
て
集
約
的
な
表
現
を
見
る
の
は
、
名
世
四
十
六

歳
、
南
京
滞
在
中
の
執
筆
に
係
る

「命
読
」
(南
山
集
卷

一
)

に
お
い
て
で
あ
る
。

戴

名

世

ま
す
、
運
命
に
は

一
個
人
の
運
命
と
天
下
の
運
命
と
の
二
種
が
あ
る
と
し
、
衣
の

よ
う
に
い
う
、

所
謂

一
己
之
命
者
、

或
生
或
死
、

或
富
或
貴
、

或
貧
或
賤
、

莫
非
其
命
爲

之
、
而
無
與
於
天
下
、
此
庸
衆
人
之
命
也
。

だ
が

「
君
子
」
「小
人
」
の
運
命
は
こ
れ
と
異
な
る
。

世
之
盛
也
、
天
下
之
命
生
則
君
子
生
、
天
下
之
命
富
貴
則
君
子
富
貴
、
君
子

者
不
以

一
己
之
命
爲
命
、
而
以
天
下
之
命
爲
命
。
苟
其
不
然
、
則
君
子
死
、
則

君
子
貧
賤
、
君
子
死
而
小
人
必
生
、
君
子
貧
賤
而
小
人
必
富
貴
、
小
人
生
而
天

下
皆
死
、
小
人
富
貴
而
天
下
皆
貧
賤
。

こ
こ
に
は

「公
」
と

「
私
」
と
、
共
に

一
語
と
し
て
見
當
ら
な
い
も
の
の
、
名

世
か
關
心
と
す
る
角
度
か
ら
全
體
肚
會
と
個
人
と
の
關
係
を
論
じ
た

も

の

と

し

て
、
筆
者
は
こ
れ
を
く
公

・
私
V
論
と
理
解
す
る
。
む
ろ
ん
、
こ
こ
て
名
世
が
示

す
の
は
單
純

に
全
體
瓧
會
H
公
、
個
人
H
私
、
と
し
て
片
付
け
ら
れ
る
關
係
で
は

な
い
。
例
え
ば
そ
の
固
有
の
運
命
に
よ

っ
て
生
死

・
富
貴
貧
賤
そ
れ
ぞ
れ
の
樣
相

を
見
せ
る
と
さ
れ
る

「庸
衆
人
」
(凡
人
)

の
場
合
、

も
し

「
無
與
於
天
下
」
の

語
が
、
「
一
己
之
命
」
は

「
天
下
之
命
」
に
規
定
さ
れ
ず
、
「
天
下
之
命
」
も
ま
た

「
一
己
之
命
」
に
左
右
さ
れ
な
い
、
の
兩
意
を
含
む
と
す
れ
は
、
そ
れ
は
完
全
な

隔
絶
を
意
味
し
、

「天
下
」
と

「庸
衆
人
」

と
は
互
い
に
疎
外
さ
れ
た
關
係
に
あ

る
。

「
庸
衆
人
」

の
行
爲

・
運
命
は

「天
下
」
に
關
わ
ら
な
い
點
て
〈
私
〉
の
領

域
に
屬
す
る
が
、
し
か
し
そ
こ
に
は
全
體
と
個
と
い
う
意
味
で
の
〈
公

・
私
〉
關

係
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

他
方
、
「天
下
之
命
」
に
關
わ
る
と
す
る

「
君
子
」
「
小
人
」

は
ど
う
か
。

「君

子
」
は

「
天
下
之
命
」

を
體
現
す
る
そ
れ
自
體
く
公
V
的
な
存
在
て
あ
り
、

「小

人
」
は
そ
の

「命
」
を

「
天
下
之
命
」
と
共

に
し
な
い
こ
と
に
よ

っ
て
〈
私
〉
的

な
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、

「
天
下
」
と

「君
子
」

と
に
封
立
し
、
こ
れ
ら
を
滅

二
〇
三



日
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ほ
さ
す
に
い
な
い
攻
撃
性
を
も

つ
。
等
し
く
く
私
V
的
存
在
で
あ
る
と
は
い
え
、

「庸
衆
人
」
が

「
天
下
」
に
疎
外
さ
れ

つ
つ
並
存
し
う
る
點
で
靜
的
て
あ
る
の
に

獨
し
、

「
小
人
」

は
極
め
て
動
的
で
あ
り
、
前
者
を
非
く
公
V
と
す
れ
ば
、
後
者

は
反
く
公
V
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

「
命
説
」
の
靦
點
は
、
そ
の
者
が

「
天
下
」

に
關
わ
る
か
否
か
、
關
わ
る
と
す

れ
ば
ど
の
よ
う
に
か
、
と
い
う
の
で
あ
り
、
生
死

・
富
貴
貧
賤
は
、
そ
れ
自
體
と

し
て
は
價
値
剣
斷

の
封
象
と
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は

「
天
下
」
と
の
關
係
に
お
い

て
初
め
て
肯
定
、
あ
る
い
は
否
定
さ
れ
る
の
て
あ

っ
て
、

「
天
下
」

と
の
作
用
の

有
無
と
そ
の
方
向
と
が
、
人
を

「庸
衆
人
」
「
君
子
」
「
小
人
」
に
振
り
分
け
る
指

標
で
あ
る
と
い
え
る
。

か
か
る
世
界
觀
が
い
つ
に
始
ま
る
か
、
正
確
な
時
期
は
斷
定
し
難
い
。
し
か
し

基
本
的
な
骨
格
は
遅
く
と
も
二
十
代
初
期
に
は
形
成
さ
れ
て
い
た
と

考

え

ら

れ

る
。
根
據
は
、
明
末
、
宦
官
魏
忠
賢
の

一
黨
と
鏡
く
對
立
し
て
虐
殺
さ
れ
た
同
郷

の
先
達
、
左
光
斗
の
傳

(「左
中
毅
公
傳
」
南
山
集
卷
七
。
名
世
ご
十
四
歳
の
執
筆
)
で

あ
る
。

「
天
啓
初
、

與
給
事
中
楊
漣
倶
以
清
直
敢
言
員
重
望
、
毎
國
家
有
大
議
、

公
卿
大
臣
輒
問
二
臺
省
云
何
。
二
臺
省
者
、
即
光
斗
漣
也
。
兩
人
公
忠

一
體
、
有

所
擧
劾
、
必
諮
而
後
行
、
構
貴
人
皆
凜
凜
畏
之
、

一
時
海
内
有
道
高
名
之
士
、
皆

從
之
游
、
而
小
人
之
趨
利
貪
權
勢
者
、
皆
弗
之
便
也
」

と
い
う
、

「清
直
敢
言
」

の
士
が

「
國
家
」
の
重
要
決
定
に
參
劃
し
、

「利
」
と

「権
勢
」

に
貪
欲
な

「
小

人
」
が
こ
れ
を
快
し
と
し
な
い
圖
は

「
衰
世
」

の
危
險
を
孕
ん
だ

「
盛
世
」
と
い

え
よ
う
し
、
傳
の
贊
に

「
天
啓
初
、

正
人
在
位
者
不
少
、

相
繼
覆
滅
、

海
内
寒

心
、
而
逆
黨
根
株
蔓
延
、
雖
以
烈
皇
帝
之
英
武
、
不
能
盡
爲
掃
除
、
竊
位
釀
亂
、

至
於
亡
國
、
哀
哉
」
と
い
う
の
は
、
名
世
に
と

っ
て
明
の
滅
亡
が

「
盛
世
」
か
ら

コ
衰
世
」
な
い
し
は

「亂
世
」

へ
の
移
行
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
見
解
は
や
が
て
、
桐
城
を
中
心
と
す
る
明
宋
の
史
實
を
記
し
た

「孑
遺
録
」

二
〇
四

(南
山
集
卷
十
四
)
に
明
瞭
と
な
る
が
、
「天
下
」
「
國
家
」
の
運
命
は
、
「
君
子
」
と

「
小
人
」
の
力
關
係
に
よ
る
、
と
い
う
認
識
が
、
左
光
斗
の
傳
を
執
筆
し
た
名
世

に
す
で
に
確
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
う
餘
地
が
な
い
。

と
こ
ろ
で

「
命
親
」
の
親
く
作
用
の
關
係
は
著
し
く
均
衡
を
失
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、

そ
れ
が
單
な
る
修
辭
上
の
理
由
に
よ
る
の
で
な
い
な
ら
、

「
君
子
」

の

「
天
下
」
に
樹
す
る
作
用
が
記
さ
れ
す
、

「君
子
」
が

「
天
下
之
命
」

に
支
配

さ
れ
る
受
身
の
存
在
と
し
て
の
み
示
さ
れ
る

一
方
、

「小
人
」
の

「
天
下
」

に
對

す
る
否
定
的
作
用
が
強
調
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て

「
君
子
」
と

「
小
人
」

の
…對
比
が
、
前
者
の
死

・
貧
賤
、
後
者
の
生

・
富
貴
と
い
う
、

「
君
子
」

の
悲
劇

と
し
て
表
わ
さ
れ
る
こ
と
、
の
意
味
は
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
か
。
「初
集
原
序
」

の
觀
點
に
立
て
ば
、

「天
下
之
人
」
を

「道
」

に
至
ら
し
め
る
文
學
は

「
君
子
」

の

「
天
下
」
に
對
す
る
作
用
と
し
て
見
る
こ
と

が

で
き
、
そ
こ
で
は
文
學
者
は

「
天
下
」
に
作
用
を
及
ほ
す
能
動
的
主
體
な
の
で
あ
る
。

「命
説
」
が

「
君
子
」

の

「
作
用
」
を
缺
落
さ
せ
る
の
は
、
か
か
る
主
體
か
ら
受
動
的
な
客
體

へ
の
轉
換

を
示
す
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
は
文
學
論

に

お
け

る

「
公
事
」
か
ら

「
私
事
」

へ
の
轉
換
に
樹
應
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ

の
意

味

で

「
命
説
」
は

「
與
何
妃
瞻
書
」
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
世
界
觀

の
基
本
的
構
造
は

不

變

な

が

ら
、
そ
の
表
現
さ
れ
た
樣
式
に
お
い
て
、
志

(公
事
の
實
現
)
の
衰
弱
し
た
當
時

の
名
世
の
心
情
を
映
す
の
で
あ
る
。

三

挫

折

の
要

因

そ
れ
で
は
、
文
學
は

「
一
家
之
私
事
」

で
あ
る
と
の
觀
念
を
強
い
ら
れ
、

「天

下
」
に
獨
す
る
己
れ
の
非
力
を
自
覺
す
る
に
至

っ
た
、
戴
名
世
の
挫
折
の
要
因
は

何
で
あ

っ
た
か
。
-
1
名
世
を

「公
事
」
に
向
か
わ
せ
た
と
ほ
と
ん
ど
同

一
の
も

の
、
時
代
と
家
の
態
樣
、
及
び
自
身
の
學
の
質
が
、
名
世
を
挫
折
に
追
い
や
る
當



の
要
因
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
名
世
に
お
い
て
A
公

・
私
V
の
矛
盾
は
必
然

的
で
あ
る
。

明
の
時
代
、
名
世
の
家
は
富
裕
で
あ

っ
た
。
「芥
舟
翕
壽
序
」
(南
山
集
卷
六
)
に

彼
は
、
「當
戴
氏
之
盛
也
」
云
々
と
、

士
の

「禮
讓
」
、
家
の

「饒
裕
」
を
語

っ
た

「
諸
父
老
」

の
言
を
傳
え
て
い
る
。
し
か
し

「
鼎
革
之
際
、
家
世
零
落
」

(「戴
母

湯
太
孺
人
濤
序
」
南
山
集
卷
六
)

と
記
す

よ
う
に
、
家
は
明
末
清
初
の
動
亂
を
境
に

沒
落
す
る
。
こ
れ
に
は
曾
租
父
と
租
父

(
一
時
期
)
の
隱
遁
が
關
わ
る
。
戴
家
は

當
時
、
四
十
九
歳
と
三
十

一
歳
の
二
人
の
働
き
手
を
失

っ
た
の
で
あ

る
。

ま

た

「
先
世
藏
書
屡
經
兵
火
、
無
復
存
」
(「答
朱
生
書
」
南
山
集
卷
五
)

と
見
え
る
こ
と

か
ら
、
家
が
實
際
に
戰
火
を
被

っ
た
こ
と
が
、
沒
落
の
主
要
な
原
因
で
あ

っ
た
か

と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
名
世
に
と

っ
て
明
の
滅

亡
は

「
盛
世
」
か
ら

コ
衰
世
」
へ
の
轉
換

で
あ
り
、
こ
れ
に
獨
應
し
て
戴
氏
の
沒
落
ー
1
富
裕
か
ら
貧
困
へ
の
轉
落
I
l
が

あ
る
。
こ
の
時
代
と
家
と
の
關
係
が
、

「命
設
」

に
示
さ
れ
る
世
界
觀
の

一
つ
の

重
要
な
背
景
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
p
名
世
自
身
の
志
と
行
動
は
か
か

叫

圍

る
推
移
を
踏
ま
え
た
時
代
認
識

(「
敗
壊
之
世
」
「世
衰
道
微
」
)

に

基
づ

い
て
意

味
づ
け
ら
れ
、
瓧
會
的

な
死

(遁
世

)
と
明
の
再
生
の
た
め
の
自
ら
の
生

(
明

史
の
執
筆
)
が
〈
公
〉
的
な
行
爲
と
し
て
支
持
さ
れ
る

一
方
、
瓧
會
的
な
生

・
富

貴
に
蓮
な
る
科
擧
と
そ
の
た
め
の
學

(時
文
の
習
得
)
は
く
私
V
的
な
行
爲
と
し

て
嚴
し
く
批
剣
さ
れ
る
。
こ
の
〈
私
〉
と
は
む
ろ
ん
反
〈
公
〉
と
し
て
の
そ
れ
で

あ

っ
て
、
批
剣
は
科
擧
の
徒
と
進
士

・
官
僚
と
が
利
欲
に
走
り
、

「
天
下
」

を
顧

み
ず
、
民
を
壓
逍
し
た
と
し
、
こ
こ
に
明
滅
亡
の
原
因
を
求
め
る
認
識
に
裏
付
げ

ら
れ
る
。

に
も
拘
わ
ら
ず
名
世
が

「
公
事
」

の
志
を
語
り
つ
つ
も
そ
の
實
現
を
延
期
し
續

け
、
他
方
、
自
ら
が
否
定
す
る
科
擧

の
世
界
に
近
づ
い
て
ゆ
く
の
は
ど
う
い
う
理

戴

名

世

由
に
よ
る
の
か
。

ま
ず
名
世
は
家
の
貧
困
の
た
め
に

「
學
」
の
基
本
的
な
條
件
、

「
讀
書
」

に
お

い
て
惠
ま
れ
な
か
っ
た
。
家
に
藏
書
な
く
、
書
物
を
購
う
金
も
な
く
、
書
物
を
借

り
る
べ
き
友
人
も
少
な
い
、
他
方
、
富
家
に
は
厖
大
な
藏
書
が
塵
に
埋
れ
て
久
し

く
眠

っ
た
ま
ま
で
あ
る
と
、

「
造
化
」
の

「
不
齊
」

を
憤
る
の
は
そ
の
二
十
四
歳

の
時
で
あ
る

(「與
朱
生
書
」)。
名
世
は
六
歳
以
降
約
五
年
間
で
塾
師
よ
り

「
四
書

五
經
」
を
學
ぶ
の
で
あ
る
が
、
史
書
と
諸
子
は
そ
の
大
牛
が
他
家
か
ら
の
借
用
と

思
し
い
。
儒
學
を
基
礎
と
す
る
中
で
特
に
朱
子
ら
の
理
學
を
尊
び
、
ま
た
儒
家
の

古
典
に
の
み
限
定
さ
れ
な
い
博
學
を
重
ん
じ
る
の
は
、
時
代
の
位
置
を
示
す
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
學
の
傾
向
は
や
が
て
清
代

の
學
の
主
流
と
な
る
考

證
學
に
相
通
ず
る
が
、
し
か
し
名
世
自
身
は
自
己
の
學
を
時
代
の
大
勢
に
基
づ
く

も
の
と
し
て
は
捉
え
な
か

っ
た
。
む
し
ろ
時
代
か
ら
の
孤
立
と
し
て
捉
え
、
こ
の

孤
立
を
原
動
力
と
し
て
博
學
に
向
か
う
さ
ま
が
、
名
世
二
十
九
歳
、
南
京
滯
在
中

の
弟
、
李
世
を
勵
ま
す
手
紙

(「與
弟
書
」
南
山
集
卷
五
)
に
見
え
る
。

五
經
二
十

一
史
、
今
之
観
爲
土
梗
、
而
天
下
幾
無
讀
書
者
矣
。
宇
宙
間
物
、

人
蠱
取
之
、
獨
讀
書

一
事
、
留
遣
我
輩
、
此
固
人
之
所
不
能
奪
。

か
か
る
自
覺
を
抱
く

一
方
、

「
不
足
以
恣
其
觀
覽
」
(「初
集
原
序
」)
と
、

ま

た

「
余
困
甚
矣
、
而
未
學
、
以
未
學
而
更
困
」
(「困
學
集
自
序
」
南
山
集
卷
二
)

と
嘆

じ
る
の
は
ひ
と
え
に

「
家
無
藏
書
」
と
い
う
の
に
よ
る
。

單
に
貧
困
に
よ
っ
て
讀
書
す
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
二
十
歳

以
降
に
は
家
計
を
援
助
す
る
た
め
に
時
文
の
教
授
を
始
め
、
名
世
は
そ
の
中
で
自

己
の
精
力
を
消
耗
し
て
ゆ
く
。
こ
れ
以
前
、
名
世
は
多
病
と
貧
困
と
が
原
因
で
塾

師
よ
り
時
文
を
學
ぶ
こ
と
が
な
か

っ
た
た
め
、
子
弟
へ
の
教
授
を
開
始
す
る
に
拌

っ
て
、
時
文
を
作
る
訓
練
を
も
餘
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
(「自
訂
時
文
全
集
序
」

南
山
集
卷
三
)。

こ
の
、
古
文
の
世
界
か
ら
時
文
の
世
界

へ
の
移
行
は
、
名
世
に
と

二
〇
五



日
本
中
國
學
會
報

第
二
十
八
集

っ
て

一
つ
の
時
代
ー
1
青
春
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
ー

の
終
り
を
も
意
味
し
た

よ
う
で
あ
る
。
名
世
五
十
代
の
囘
顧
に
い
う
、

余
年
十
七
八
時
、
即
好
交
遊
集
、
里
中
秀
出
之
士
凡
二
十
人
、
置
酒
高
會
、

相
與
砥
礪
以
名
行
、

商
摧
文
章
之
事
、

當
是
時
、

意
氣
甚
豪
也
、

顧
傲
睨
自

喜
、
靦
天
下
事
不
足
爲
、
而
此
二
十
人
者
、
年
皆
與
余
相
若
、
日
相
與
往
還
議

論
、
(中
略
)
居
無
何
、
則
各
以
家
貧
歡
授
生
徒
、
分
散
以
去
。

(「齊
天
霞
稿
序
」

南
山
集
卷
三
)

こ
れ
以
後
、
名
世
は
父
が
員

っ
て
い
た
家
計

の
重
荷
の

一
部
を
荷

う

と

同

時

に
、
議
論
を
交
え
る
べ
き
多
く
の
朋
輩

と
、
讀
書
の
時
間
と
を
失
い
、
彼
ら
と
共

に
蔑
靦
し
て
き
た
當
の

「
世
俗
」

へ
、
自
ら
を
從
わ
せ
て
ゆ
く

の

で
あ

る
。
後

年
、
「
不
得
已
而
隨
俗
、
作
所
謂
時
文
、
以
之
教
授
子
弟
」
(「與
王
雲
濤
書
」
南
山
集

卷
五
。
名
世
三
十
三
歳
)
と
振
返
る
。

し
か
し
時
文
の
教
授
を
業
と
し
て
の
ち
、
名
世
が

い
く
度
か
科
擧
を
受
驗
す
る

の
は
、
家
計
の
維
持
と
い
う
枠
を
越
え
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
動

き
は
名
世
自
身
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
か
。
例
え
ば
亡
父
の
生
夲
を

記
し
た

「
先
君
序
略
」
(南
山
集
卷
九
)

に
は

「
兒
子
輩
妄
意
他
時
富
貴
以
娯
親
」

と
あ
り
、
不
遇
な
父
を
樂
し
ま
せ
る
た

め
み
だ
り
に
富
貴
を
願

っ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
ま
た
亡
父
の
詩
集
を
編
ん
で
そ

の
序

に

「小
子
能
薄
才
劣
、
自
恨
無
以
發

名
成
業
、
以
振
先
人
之
盛
徳
與
共
文
章
」
(「先
大
人
詩
序
」
南
山
集
卷
二
)

と
あ
る

の
は
、
傳
承
と
顯
彰
を
子
孫
の
責
任
と
し
た
租
父
の
訓
戒

(「書
先
世
遺
事
」
南
山
集

卷
九
)

に
應
え
た
發
言
で
あ
る
。
こ
の

「發
名
成
業
」
が
三
十
七
歳

の
言
葉

「蓋

余
曾
大
父
及
大
父
、

皆
以
高
年
待
其
子
孫
之

有
成
、

而
余
浸
尋
荏
苒
、

漸
就
廢

棄
、
曾
無
所
成
就
、
以
慰
垂
白
之
望
」

(「贈
張
天
間
先
生
入
十
壽
序
」
南
山
集
卷
六
)

に
い
う

「
有
成
」

「
成
就
」

と
重
な
り
、
共
に
擧
業

の
成
就
、
最
終
的
に
は
進
士

及
第
を
指
す
と
す
れ
ば
、
名
世
は
同
じ
傳
承
の
場
に
お
い
て
明
史

執

筆
、

及

び

二
〇
六

「衰
世
」
に
お
け
る

「
隱
」
と

「
顯
」
ー

〈
公
〉
と
く
私
V
二
つ
の
志
向
を
自

ら
に
背
員
い
込
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

ま
た

「
發
名
成
業
」

「有
成
」

を
富
貴
と
合
せ
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
單
に
名
世

個
人
の

「
顯
」

へ
の
期
待
で
な
く
、
家
の
再
興
を
期
し
た
も
の
と

思

し

い
。

事

實
、
戴
家

の
盛
時
を
傳
え
た
前
記

「芥
舟
翕
壽
序
」
は
そ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い

て
讀
む
こ
と
が
で
き
る
。
名
世
の
矛
盾
は
明
の
再
興
と
家
の
再
興
と
を
自
身
の
役

割
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深
刻
で
あ
る
。

四

く
公

・
私
V
の
展
開

H

戴
名
世
に
お
い
て

「
公
事
」
の
志
は
發
生
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
種

々
の
要
因
に

よ

っ
て
妨
げ
ら
れ
、
實
現
は
絶
え
す
將
來
に
延
期
さ
れ
る
。
こ
の
延
期
の
過
程
は

す
な
わ
ち
く
公

・
私
V
の
矛
盾
の
展
開
過
程
で
あ
り
、
こ
の
中
に
、
挫
折
感
の
緩

慢
な
深
化
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
節
で
説
か
な
か
っ
た
、
挫
折
の
要
因
と

し
て
の
名
世
自
身
の
問
題
も
、
こ
の
過
程
を
辿
る
中
で
明
ら
か
と
な

る
筈

で
あ

る
。名
世
の
挫
折
感
の
表
白
は
、
己
れ
の
境
遏
を

「窮
」
の
語
に
よ
っ
て
示
す
の
に

始
ま
る
。
語
は
家
の
貧
困
と
志
の
果
さ
れ
な
い
閉
塞

・
不
自
由
の
意
識
に
基
づ
く

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
ず
名
世
二
十
四
歳
の
近
況
を
報
せ
る
手
紙

「
答
朱
生
書
」

に

「
僕
二
十
餘
年
、
憂
愁
窮
苦
、
皆
世
所
不
多
有
」
と
し
て
現
わ
れ
、
讀
書
の
困

難
を
述
べ
て

「
是
僕
之
欲
讀
書
而
不
得
、
此
共
所
以
窮
之
甚
也
」
と
、
ま
た
郷
人

と
の
尖
鏡
な
野
立
の
中
で
の
孤
立
感
に
よ

っ
て

「鳴
呼
、
若
僕
者
天
地
問

一
窮
人

耳
」
と
す
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
名
世
が

「窮
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
あ

る
程
度
窺
わ
れ
る
が
、
そ
の
明
瞭
な
意
味
は
や
が
て
三
年
後
、

「窮
鬼
傳
」
(南
山

集
卷
十
二
)
に
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

康
熈
十
八
年
、
二
十
七
歳
の
名
世
は
督
學
使
劉
果

(字
毅
卿
、
號
は
木
齋
。
山



東
諸
城
の
人
)
の
知
遏
を
受
け
る
。
「
南
山
先
生
年
譜
」
所
載
の
自
注
に
よ
れ
ば
、

名
世
が
そ
の
文
を
世
に
知
ら
れ
る
の
は
こ
れ
に
始
ま
る
と
い
う
。

「
窮
鬼
傳
」

の

執
筆
は
こ
の
年
て
あ
る
。
傳
は
ま
す

「窮
鬼
」
(貧
乏
祚
)
の
經
歴
を
述

べ
る
。

窮
鬼
者
、
不
知
所
自
起
。
唐
元
和
中
、
始
依
昌
黎
韓
愈
。
愈
久
與
之
居
、
不

堪
也
、
爲
文
逐
之
、
不
去
、
反
罵
愈
。
愈
死
無
所
歸
、
流
落
人
間
、
求
人
如
韓

愈
者
從
之
不
得
。

閲
九
百
餘
年
、

聞
江
淮
之
間
有
被
竭
先
生
、

其
人

韓
愈
流

也
、
乃
不
介
而
謁
先
生
於
家
。

「
窮
鬼
」
は
古
く
は

『
山
海
經
』

(卷
二
)

に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
今
關
わ
ら

な
い
。
韓
愈
か
文
を
作

っ
て
窮
鬼

を

逐
お
う
と
し
た
と
は
、

「途
窮
」

の
風
習

に
基
づ
い
て
執
筆
し
た

「邊
窮
文
」
を
指
し
、
名
世
の

「
窮
鬼
傳
」
は
遙
か
に
そ

の
文
を
受
け
る
。
被
褐
先
生
は
名
世

の
字
、
褐
夫
、
に
因
み
、
褐
は
粗
衣
。
名
世

は
同
年

「
褐
夫
字
説
」
(南
山
集
卷

一
)
を
書
い
て
、
「鄙
人
」
た
る
己
れ
に
は
褐
夫

の
語
を
措
い
て
他
に
字
と
す
べ
き
は
な

い
と
し
た
。
ま
た

『老
子
』
(第
七
十
章
)

に

「
聖
人
被
褐
懐
玉
」
と
あ
り
、
被
褐
先
生
と
は
外
面
は
卑
し
い
な
が
ら
、
内
面

に
徳
を
藏
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
暗

に
い
う
て
あ
ろ
う
。
名
世
が
自
身
、
韓
愈
の

古
文
を
繼
承
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は

「
答
張
氏
二
生
書
」
(南
山
集
卷
丑
)
あ
る
い

は

「
潘
木
崖
先
生
詩
序
」
(南
山
集
卷

二
)

に
示
さ
れ
る
。

傳
は

一窮

」
の
効
用
を
読
く
窮
鬼
と

「窮
」
を
厭
う
被
褐
先
生
の
翼
話
と
し
て

展
開
し
て
い
る
。

「高
義
」

を
聞
い
て
門
に
入
ろ
う
と
願
う
窮
鬼
に
樹
し
、
先
生

は
固
く
辭
退
す
る
。
韓
愈
は

「
窮
」
が
原
因
て
天
下
に
容
れ
ら
れ
な
か

っ
た
と
い

う
の
で
あ
り
、
甚
だ
窮
鬼
を
厭
う
理
由
と
し
て
そ
の
罪
を
數
え
る
。
い
ま
罪
歌
を

割
愛
し
て
項
目
の
み
を
示
せ
は
、
「窮
於
言
」
「
窮
於
行
」
「窮
於
辨
」
「窮
於
才
」

「窮
於
交
遊
」
の
五
つ
、
こ
れ
は

「
逡
窮
文
」
に
い
う
智
窮

・
學
窮

・
文
窮

・
命

窮

・
交
窮
の

「
五
鬼
」

「
五
患
」

に
、
内
容
的
に
異
な
る
部
分
を
含
み
つ
つ
ほ
ほ

對
應
す
る
。
こ
れ
に
樹
し
、
窮
鬼
は

「
罪
」
を
そ
の
ま
ま

「功
」
に
逆
轉
さ
せ
、

戴

名

世

次
の
よ
う
に
切
り
返
す
。

吾
之
所
在
、
而
萬
態
皆
避
之
、
此
先
生
之
所
以
棄
余
也
。
然
是
區
區
者
、
何

足
以
輕
重
先
生
。
而
吾
能
使
先
生
歌
、
使
先
生
泣
、
使
先
生
激
、
使
先
生
憤
、

使
先
生
獨
往
獨
來
、
而
遊
於
無
窮
、
凡
先
生
之
所
云
云
、
固
吾
之
所
以
效
於
先

生
者
也
。
其
何
傷
乎
。

こ
れ
は

「
窮
」
が
文
學

の
動
力
で
あ
り
、
文
學
世
界
の
構
造
-

無
限
大

へ
の

膨
張
-

を
支
え
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
抑
壓
さ
れ
、
鬱
屈
し
た
内
部
の
力
の

迸
出
、
激
發
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
自
ら
の

「功
」
は

「無
窮
」
を
可
能
に
す
る
に
止
ま
ら
ぬ
、
と
し
て

窮
鬼
は
い
う
。

且
韓
愈
氏
迄
今
不
朽
者
、
則
余
爲
之
也
。
以
故
愈
亦
始
疑
而
終
安
之
。
自
吾

遊
行
天
下
久
矣
。
無
可
屬
者
。
數
千
年
而
得
韓
愈
、
又
千
餘
年
而
得
先
生
。
以

先
生
之
道
而
嚮
往
者
曾
無

一
人
、
獨
余
慕
而
從
焉
。

韓
愈
の

「
不
朽
」
が
窮
鬼
の
力
に
よ
る
と
は
、

「逶
窮
文
」

に
窮
鬼
の
言
と
し

て

「
人
生

一
世
其
久
幾
何
、
吾
立
子
名
百
世
不
磨
、
小
人
君
子
共
心
不
同
、
惟
乖

於
時
、
乃
與
天
通
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
こ
の

「
一
世
」

「
百
世
」

の
語
は
や

が
て
名
世
の
内
部
で

コ

世
之
人
」

「
百
世
之
人
」

と
い
う
觀
念
に
成
長
し

「杜

溪
稿
序
」

に
時
間
論
的
な
展
開
を
見
る
が
、
「百
世
之
人
」
な
る
概
念
が

「
不
朽
」

と
ほ
ほ
同
義
で
あ
り
、

「窮
」

を
そ
の
土
壌
と
す
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
確
認
し
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
窮
」
が

「
不
朽
」
を
可
能
に
す
る
と
い
う
の
は
、
原
理
と
し
て
は

「窮
」

の

「
無
窮
」

へ
の
轉
化

に
等
し
い
。
た
た
し

「無
窮
」
は

「世
」
と
い
う

「
天
下
」

に
獨
抗
す
る
室
間
的
な
膨
張
で
あ
る
が
、
「
不
朽
」
は

「
天
下
」
を

一
瞬
の

「
時
」

と
見
る
時
間
軸
に
お
け
る
膨
張
て
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、
解
放
の
度
は

「
不
朽
」

の
方
が
遙

か
に
大
き
い
。

二
〇
七



日
本
中
國
學
會
報

第
二
十
八
集

問
答
の
末
、
窮
鬼
は
被
褐
先
生
と
居
を
共
に
す
る
に
至
り
、
數
十
年
後
、
す
で

に
そ
の
用
を
果
し
た
と
し
て
喝

い
ず

こ

へ
と
も
な
く
走
り
去
る
。
こ
の
結
果
は
、

「凡
數
十
年
、
窮
甚
、
不
能
堪
、
然
頗
得
共
功
」
と
い
う
表
現
と
と
も
に
、
意
味

深
重
で
あ
る
。

「窮
鬼
傳
」
に
お
け
る
窮
鬼
と
被
褐
先
生
と
、
い
す
れ
か

一
方
の
み
を
名
世
の

投
影
と
限
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
被
褐
先
生
に
お
け
る

「窮
」

の
形
態
と
そ
れ
に

獨
す
る
感
情
、
窮
鬼
の
説
く

「窮
」

の
意
義
、

い
す
れ
も
名
世
の
心
情

・
思
想
を

映
す
も
の
で
あ
り
、
兩
者
は
そ
れ
ぞ
れ

に
名
世
の
分
身
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
樹
話

體
と
い
う
の
は
、
内
心
の
矛
盾

・
葛
藤

を
記
す
に
は
ま
こ
と
に
恰
好
の
形
式
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

名
世
の
矛
盾
は
、
こ
の
場
合
、

「窮
」

を
嫌
悪
し
、
そ
れ
を
遠
ざ
け
よ
う
と
す

る

「世
俗
」
的
な
意
識
と
、

「窮
」
を

「君
子
」

相
應
の
運
命
と
し
て
受
け
入
れ

よ
う
と
す
る
反

「
世
俗
」
的
な
意
識
と

の
對
立
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
が
℃
し
か

し
あ
る
意
味
で
は
そ
れ
は
封
立
で
は
な
く
、
同

一
の
意
識

の
兩
樣
の
展
開
と
見
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
被
褐
先
生
、
窮
鬼
双
方
と
も
、

「窮
」

か

ら
の
脱
出
を
求
め
る
點
に
變
り
は
な
い

の
で
あ
る
か
ら
。
相
違
と
い
え
は
、
被
褐

先
生
が

「
窮
」
か
ら
の
現
實
的
な
脱
出
を
目
指
す

の

に
對

し
、
窮
鬼
の
説
得
が

「
窮
」
自
體
を
バ
ネ
と
し
た
觀
念
的
な
離
脱
-

無
窮

・
不
朽
i

を
詭
く
、
と

い
う
方
法
上
の
差
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
こ
れ
ら
が

二
者
擇

一
に
見
え
て
、
實
際

に
は
兩
者
の
實
現
を
圖

っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
結
末
に
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
ず

「
窮
」
に
よ
っ
て

「
不
朽
」
の
資
格
を
得
、
次

い
で

「窮
」
か
ら
の
現
實
的
な
睨

出
を
得
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

名
世
の
矛
盾
が
描
く
行
程
の
方
向
は
、

一
つ
に
こ
の
結
末
に
豫
測
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
し
、
そ
れ
は
ま
た

「
窮
甚
、
不
能
堪
」
と
い
う
句
に
裏
付

け

ら

れ

る
。
本

來
、
「無
窮
」
「
不
朽
」
の
い
ず
れ
と
も
、
觀
念
に
よ
る

「窮
」

の
超
越
で
あ
る
以

二
〇

八

上
、
そ
こ
に

「窮
」
に
よ
る
痛
み

・
苦
惱
は
解
滄
す
る
筈
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、

「窮
」

甚
だ
し
く
、
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
は
、
名
世
に
お
け
る
觀

念
世
界
の
非
力
を
物
語
る
も
の
で
し
か
な
く
、
か
か
る
觀
念
の
衰
弱
を
衷
白
す
る

言
葉
は
、
例
え
ば
二
十
代
の
執
筆
と
思
わ
れ
る

「訂
交
序
」
に

「
思
古
人
而
不
得

見
、
往
往
慷
慨
悲
歌
、
至
於
泣
下
」
と
し
て
、
三
十
代
に
は

「
世
俗
之
頽
也
、
文

章
風
氣
尤
壊
甚
、
鄙
人
淪
落
荒
山
、
無
與
告
語
、
思
古
之
人
而
不
得
見
、
往
往
悲

歌
、
至
於
泣
下
」
(「答
張
氏
二
生
書
」
南
山
集
卷
五
)
と
、

ほ
と
ん
ど
同
樣
の
表
現

で
繰
り
返
さ
れ
、
こ
こ
に
紛
れ
も
な
い

「
窮
」

の
自
覺

(窮
於
交
遊
)、

孤
立
感

が
あ
る
。
こ
れ
が

「獨
往
獨
來
」
の
裏
の

一
面
で
あ
る
。

「窮
」

の
現
實
が
名
世

を

「
無
窮
」
と

「
不
朽
」

へ
の
飛
躍
に
驅
り
立
て
、
そ
れ
ら
の
觀
念
世
界
が
崩
れ

た
と
こ
ろ
に
再
ひ

「窮
」
の
現
實
が
横
た
わ
る
、
と
い
う
不
毛
な
循
環
運
動
が
推

測
さ
れ
る
。

觀
念
に
比
し
て
現
實
が
よ
り
強
い
牽
引
力
を
も
ち
、
自
ら
の
あ
り
よ
う
を

「窮
」

と
し
て
自
覺
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
り
、
内
部
に
貧
困

・
不
遇
に
封
す
る
嫌

厭
、
富
貴

・
聲
望
に
對
す
る
欲
望
を
潛
ま
せ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
督
學
使
の
知
遇

に
樹
し
、
名
世
が
こ
れ
を

「窮
」
か
ら
の
睨
出
の
好
機
と
捉
え
て
應
え
よ
う
と
し

た
の
は
、
自
然
の
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
王
又
華

(字
靜
齋
、
浙
江
錢
塘

の
人
)
に
、
自
ら
が

「
時
之
苦
」
に
遭
う
こ
と
人
の
江
河
に
溺
る
る
如
く
で
あ
る

と
し
、
「千
尋
之
淵
、
鯨
鱧
之
窟
」

に
沈
ん
で

「水
族
萬
怪
」
淋
爭

っ
て
呑
み
碎

こ
う
と
す
る
今
、
こ
れ
を
憐
ん
で
救
う
の
は
先
生
の
外
に
な
い
と
す
る
懇
願
の
手

紙
を
邊
る
(「與
王
静
齋
先
生
書
」
南
山
集
卷
五
)
の
も
、
や
は
り
こ
の
頃
て
あ
る
。

五

〈
公

・
私
〉
の
展
開

口

康
熙
十
九
年
、
名
世
は
縣
學
生
に
補
せ
ら
れ
る
。
秋
、
江
蘇
句
曲
で
督
學
使
劉

果
に
謁
す
る
が
、

歸

っ
て
ほ
ど
な
い
多
、

父
碩

(字
孔
萬
、

號
霜
巖
、

又
茶
道



人
、

一
六
三
三
-

一
六
八
○
)
が
四
十
八
歳
で
他
郷
に
病
沒
す
る
。
以
後
、
家
計

の
荷
を
員
う
こ
と
が
い
よ
い
よ
重
く
、
名
世
自
身
、
他
郷
に
漂
泊
し
、
時
文
の
歡

授
と
實
文
と
に
よ
っ
て
生
活
の
糧
を
得
る
こ
と
と
な
る
。

父
の
死
は
名
世
に
と

っ
て
深
刻
な
事
件
て
あ

っ
た
。
單
に
家
計
上
の
理
由
に
ょ

っ
て
で
は
な
い
。
父
の
運
命
に
自
ら
の
運
命
を
重
ね
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の

死
は
重
く
受
け
と
め
ら
れ
た
。
翌
二
十
年
、
二
十
九
歳
の
名
世
は
父
の
詩
集
を
編

ん
で
そ
の
序
に
い
う
。

鳴
呼
、
士
之
窮
而
不
怨
者
、
豈
不
難
歟
。
然
其
窮
有
所
止
、
則
其
怨
亦
有
所

止
也
。
至
於
窮
之
大
者
、
其
怨
更
深
、
而
無
所
發
洩
、
則
必
有
以
自
鳴
其
怨
、

自
鳴
其
怨
而
更
有
不
能
盡
焉
、
則
繼
之
以
死
。
鳴
呼
、
此
吾
先
君
之
所
以
不
獲

永
年
也
歟
。
(「先
大
人
詩
序
」
南
山
集
卷
ご
)

父
霜
巖
は
二
十

一
歳
で
博
士
弟
子
と

な
り
な
が
ら
家
の
貧
困
に
逼
ら
れ
て
子
弟

へ
の
歡
授
を
業
と
し
、
二
十
代
の
末
以
降
は
他
郷
に
あ

っ
て
家
人
を

養

っ
て

い

た
。

こ
の
經
歴
と
人
と
な
り

「
醇
謹
忠
厚
退
讓
」
(「先
君
序
略
」、
二
十
九
歳
)
が
名

世

の
そ
れ
と
相
似
る
ば
か
り
で
は
な
い
、
内
に

「
憂
思
」

を
抱
き
、

「
人
間
苦
」

を
つ
ぶ
さ
に
嘗
め
、

「
家
之
人
莫
我
信
、
外
之
人
莫

我
知
」

と
孤
獨
感

を
吐
露

す
る
點
で
も
、
兩
者
は
酷
似
し
た
存
在

で
あ

っ
た
。
亡
父
の
生
夲
を
語

っ
た

「先

君
序
略
」
は
、
霜
巖
が
飮
酒
に
よ

っ
て

「憤
懣
」
を
解
き
、
飮
む
ご
と
に
サ
イ
を

振

っ
て
勝
員
に
興
じ
、
大
醉
し
た
と
面

影
を
傳
え
、
そ
の
死
は

「
客
死
、
早
死
、

窮
死
、
憂
患
死
」
で
あ
り
、
名
世
自
身
、
死
ん
で
も
恨
み
は
蠱
き
な
い
と
痛
憤
す

る
。さ
ら
に
こ
の
年
夏
、
同
郷
の
友
人
汪
崑

(字
河
發
)
に
績
い
て
そ
の
將
來
を
期

待
さ
れ
た
三
歳
年
長
の
外
兄
、
銭
雲
瞻

(名
不
詳
)
が
病
死
す
る
。
初
め
名
世
が

病

(
マ
ラ
リ
ヤ
)
の
床
に
あ

っ
た
の
を
雲
瞻
が
し
ば
し
ば
見
舞

い
、
や
ぶ
て
自
ら

罹
患
し
て
歿
し
た
の
で
あ
る
。
父
の
死
と
共
に
雲
瞻
の
死
は
名
世
に
深

い
傷
手
を

戴

名

世

與
え
、
名
世
は
祭
文
を
作

っ
て

「鳴
呼
、
世
之
惡
直
醜
正
久
矣
。
君
子
所
恃
者
惟

天
、
而
天
道
如
此
、
夫
豈
可
問
耶
。」
(「祭
錢
雲
瞻
文
」
南
山
集
卷
十
二
)
と
天
を
呪

っ
た
。
名
世
が
遁
世
を
口
に
し
始
め
る
の
は
二
十
歳
前
後
に
遡
る
が
、
こ
の
頃
よ
り
隱

逸
あ
る
い
は
山
中
で
の
著
書
の
志
が
多
く
語
ら
れ
、
桐
城

・
舒
城
の
山
水
に
遊
ぶ

こ
と
も

一
・
二
度
に
止
ま
ら
な
い
。
康
熈
二
十

一
年
に
は
、
山
中
に
左
光
斗
の
舊

醐

飼

蹟
を
尋
ね
る
。
ま
た
翌
々
年
に
は
明
清
鼎
革
時
の
隱
士

・
烈
士
の
傳

を

作

り
、

働

「節
」
を
稱
揚
。
こ
の
前
後
、
門
人
、
友
人

へ
の
手
紙
に
明
史
執
筆

の
志

を

語

る
。し
か
し
か
か
る
動
向
の

一
方
に
は
富
貴

・
名
聲
に
近
づ
く
現
實
的
な
努
力
が
あ

り
、
ま
ず
康
熈
二
十
三
年

(名
世
三
十
二
歳
)
春
、
督
學
使
劉
果
に
手
紙
を
書
い

て
知
遇
を
謝
し
、

「發
名
成
業
」

の
期
待
に
浴
え
ぬ
こ
と
を
恥
し
る
。
つ
づ
い
て

秋
、
郷
試
を
受
驗
。
こ
れ
に
は
失
敗
す
る
が
翌
年
拔
貢
生
に
選
ば
れ
、
さ
ら
に
翌

年
多
、
北
上
し
て
太
學
に
入
る
。
康
熈
二
十
六
年
、
京
兆
試
を
受
驗
。
失
敗
。

こ
の
二
度
目
の
受
驗
失
敗
が
も
た
ら
し
た
挫
折
感
は
大
き
か

っ
た

と

思

わ
れ

る
。
共
に
落
第
し
た
友
入
蕭
正
模

(
字
端
木
、
號
深
谷
、
輻
建
長
樂
の
人
)
が
、

失
意
の
う
ち
に
歸
郷
す
る
に
際
し
て
は
名
世
自
身

「余
之
落
廓
覊
窮
、
且
不
知
其

㈲

所
絡
極
、
竊
自
傷
也
」
と
す
る
序
を
膾

っ
て
い
る
し
、
翌
年
か
ら
翌
々
年

へ
か
け

て
の
山
東

の
旅
は
、
太
學
の
友
人
と
共
に
傷
心
を
癒
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た

と
解
さ
れ
る
。
こ
の
旅
で
名
世
は
多
く
の
詩
を
作

っ
た
。
感
情
の
は
け
口
と
し
て

の
詩
で
あ
る
。
旅
を
絡
え
て
再
ひ
北
京
に
戻

っ
た
名
世
は
自
ら
の
詩
を
集
め
て
そ

の
序
に
い
う
、

同
游
者
數
人
、
與
余
皆
断
不
得
志
。
於
是
多
賦
詩
以
自
遣
。
(中
略
)
余
行
且

歸
隱
故
山
、
終
身
弗
出
、
縱
觀
古
人
之
詩
、
而
因
以
有
吐
發
憤
懣
之
什
、
或
有

當
乎
。
(コ
鷺
調
集
自
序
」
南
山
集
卷
二
、
名
世
三
十
七
歳
)

二
〇
九

」
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「與
何
妃
瞻
書
」

に
文
學
は

コ

家

之
私
事
」
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
、
と
無

力
感
を
表
白
す
る
の
は
こ
の
頃
で
あ
る
。

以
後
名
世
は
約
三
年
間
北
京
に
止
ま
り
、
康
熈
三
十
年
(名
世
三
十
九
歳
)、
二

十
四
歳

の
方
苞
を
太
學
に
迎
え
る
。
こ
の
出
會
い
に
お
い
て
名
世
が

「吾
非
役
役

於
是
而
求
有
得
於
時
也
。
吾
胸
中
有
書
數
百
卷
。
其
出
也
、自
忖
將
有
異
於
人
、非

⑳

屏
居
深
山
足
衣
食
、使
身

一
無
所
累
而

一
其
志
於
斯
、未
能
誘
而
出
之
也
」
と
語
る

の
は
、
そ
の
矛
盾

の
樣
相
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
都
に
あ

っ
て
登
第

を
試
み
る
者
で
あ
る
以
上
、
齷
齪
と
し

て

「
時
」
の
聲
望
を
得
よ
う
と
し
て
い
た

の
が
名
世
の
現
實
の
姿
で
あ
り
、
こ
れ
は
第
三
者
の
目
に
動
か
し
よ
う
の
な
い
事

實
と
し
て
映
る
。
に
も
か
か
わ
ら
す
、
と
い
う
よ
り
は
、
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
名

世
は
こ
れ
を

「非
」
と
し
て
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
名
世
の
現

實
は
言
葉
凵
意
識
の
領
分
の
直
線
的
な
表
現
と
し
て
絶
野
化
さ
れ
、
樹
外
的
に
そ

の
全
存
在
を
呑
み
盡
す
か
ら
で
あ
る
。
名
世
に
と

っ
て
こ
の

「
非
」
及
ひ
こ
れ
に

連
な
る

「吾
胸
中
」
云
々
の
言
葉
は
、
自
身
の
現
實
を
相
樹
化
し
、
矛
盾
を
そ
れ

と
し
て
持
績
さ
せ
る
働
き
を
し
て
い
る
。
先
に
兩
樣
の
言
葉
と
し
て
の
樹
立
を
見

せ
た
矛
盾
は
、
こ
こ
で
は
現
實
と
言
葉

の
獨
立
と
し
て
展
開
し
て
い
る
の
で
あ

っ

て
、
こ
れ
は

一
方
の
言
葉

(富
貴

・
名
聲
に
對
す
る
欲
求
)
が
現
實
に
轉
化
す
る

ー
t
科
擧
中
心
の
肚
會
に
踏
み
込
む
ー

に
件
い
、
他
方
の
言
葉

(窮

・
遁
世
の

志
)
が
言
葉
の
領
域
を
獨
占
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
か
ろ
う
じ
て
均
衡
を
保
と
う
と

す
る
の
て
あ
る
。

こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
自
己
に
獨
す
る
寛
容
で
あ
ろ
う
。
言
葉
と
現
實
と
を
分

離
し
、
言
葉
に
よ
っ
て
現
實
を
相
樹
化
す
る
限
り
、
現
實
は
か
り
そ
め
の
姿
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
形
態
を
も
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
許
容
さ
れ
る
。
名

世
が
隱
遁
の
志
を
語
り
つ
つ
、
現
實
的

に
逆
の
方
向
を
辿
り
得
る
の
は
、
矛
盾
に

介
在
す
る
か
か
る
許
容
に
員
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
逆
に
い
え
ば
、
名
世
が
富
貴

一
=

O

・
聲
望

へ
の
方
向
を
辿
る
た
め
に
は
、
彼
は
絶
え
ず
隱
遁
を
ロ
に
し
、
言
葉
を
現

實
の
彼
方
に
投
け
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
同
時
に
、
言
葉
と
現
實
が
乖
離

す
る
時
、
そ
れ
は
ま
た
、
言
葉
が
現
實
に
よ
っ
て
相
野
化
さ
れ
、
意
昧
を
希
薄
に

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
隱
遁
を
語
る
名
世
の
言
葉
が
自
ら
の
側
に
現

實
を
引
き
寄
せ
、
意
味
を
囘
復
す
る
ま
で
に
は
、
名
世
は
こ
の
の
ち
約
十
年
の
歳

月
を
要
す
る
め
で
あ
る
。

六

〈
公

・
私
〉
の

展

開

日

康
熈
三
十

一
年
冬
、
名
世
は
組
父
の
死
を
葬
う
た
め
歸
郷
す
る
。
翌
年
春
、
三

た
び
北
京
に
入
る
が
ほ
ど
な
く
南
下
し
、
六
年
餘

の
北
方
生
活
が
絡
る
。
以
後
、

四
度
目
の
入
京
を
挾
み
な
が
ら
、
南
京
を
中
心
と
す
る
江
南
の
生
活
が
始
ま
る
。

賣
文
に
夲
行
し
て
友
人
と
共
に
科
擧
受
驗
者
の
た
め
の
模
範
答
案
集
を
編
む
。
空

間
論
的
人
間
觀
を
集
約
し
た

「命
説
」
に
對
し
、
時
間
論
的
人
間
觀
を
語
る

「
杜

溪
稿
序
」
(南
山
集
卷
二
)

は
そ
の
よ
う
な
生
活
の
中
で
の
所
産
で
あ
る
。

文
は
友
人
朱
書

(字
字
緑
、
號
は
杜
溪
。
安
徽
宿
松
の
人
)
の
古
文
集

へ
の
序

と
し
て
書
か
れ
る
。
時
に
名
世
は
四
十
八
歳
で
あ
る
。

世
有

一
世
之
人
、
有
百
世
之
人
。
所
謂
百
世
之
人
者
、
生
於
百
世
之
後
而
置

身
在
百
世
之
前
、
唐
虞
之
揖
讓
於
廷
、
而
君
臣
咨
警
、
吾
目
見
其
事
而
耳
聞
其

聲
也
。

以
下
、
周
の
武
王
が
殷
の
紂
王
を
伐
つ
牧
野
の
戰
い
、
孔
子
と
門
人
の
學
聞
の

場
、
左
氏

・
太
史
公
の
史
書
執
筆
の
部
屋
、
後
代
の
戰
亂
、
朝
廷
の
内
部
、
等
に

親
し
く
身
を
置
き
、
情
況
を
つ
ぶ
さ
に
目
撃
し
う
る
こ
と
を
遞
べ
る
。

是
則
吾
生
於
今
而
不
霤
生
於
古
。
自
堯
舜
至
今
凡
三
千
年
、
而
吾
之
身
巳
三

千
餘
年
而
存
矣
。

而
吾
所
著
之
書
、

傳
於
後
世
之
人
、

而
後
世
之
人

讀
吾
之

書
、
如
吾
之
謦
款
乎
共
側
、
是
則
吾
之
身
且
與
天
地
無
絡
極
而
存
也
。
此
之
謂



百
世
之
人
也
。

名
世
に
よ
れ
ば
、

「
百
世
之
人
」

と
は
現
代
に
あ
り
な
が
ら
數
千
年

の
過
去
に

遡
行
し
て
、
例
え
ば
堯

・
舜

・
武
王

・
孔
子

・
左
氏

・
太
史
公
ら
と
同
じ
室
間
に

呼
吸
し
、
そ
の
時
代
を
親
し
く
體
驗
し
得
る
存
在
で
あ
る
。
し
か
も
か
か
る
時
間

の
超
越
は
、
過
去
だ
け
で
は
な
く
宋
來

に
對
し
て
も
可
能
で
あ
り
、
こ
の
結
果
、

そ
の
身
は
天
地
と
共
に
限
り
な
い
永
遠

の
生
命
を
も
つ
。

こ
れ
に
芻
し
て

コ

世
之
人
」
の
生
命
は
甚
た
短
い
。
そ
れ
は
現
在
あ
る
い
は

一
時

の
事
情
、
變
轉
に
樹
應
し
得
る
だ
け
の
存
在
で
あ
り
、
生
前

・
沒
後

の
過
去

と
未
來
を
知
ら
な
い
。

若
夫

一
世
之
人
、
則
止
識
目
前
之
事
、
而
通

一
時
之
變
、
雖
其
至
久
遠
不
過

百
年
、
以
天
地
之
無
終
極
者
靦
之
、
須
臾
而
已
矣
。

「命
読
」
の
基
本
的
な
靦
點
は

「天
下
」
と

「
一
己
」

(
一
個
人
)

と
の
間

の

機
能

・
作
用
の
問
題
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
時
間
論
に
は
そ
う
し
た
靦
點
は
全
く
見

當
ら
な
い
。
「命
読
」

ボ
價
値
軸
を

「
天
下
」
に
置
く
儒
家
的
な
意
識

の
も
と
に

書
か
れ
て
い
る
の
に
對
し
、
引
用
部
分

の
問
題
意
識
は
個
人
の
生
命
の
長
短
に
終

始
し
、
時
間
を
自
由
に
超
越
す
る
永
遺

の
生
命
と
い
い
、

「
一
世
之
人
」
に

『
莊

子
』
か
ら

「
朝
菌
」
「
蟋
蛄
」
の
比
喩

を
借
り
る
こ
と
と
い
い
、
道
家
的

で
あ
る
。

「
百
世
之
人
」
と
は
道
家
の

「永
生
」

に
蓮
な
る
概
念
で
は
な
い
か

と
考

え

る

が
、
「
一
世
之
人
」

と
共
に
出
典
は
韓
愈

「
迭
窮
文
」
に
あ
る
こ
と
、
す
で
に
見

た
通
り
で
あ
る
。

名
世
に
あ

っ
て
儒
家
と
道
家
は
必
ず

し
も
羇
立
し
な
い
が
、

「命
説
」

の

「
天

下
」
中
心
の
發
想
と
、

「
杜
溪
稿
序
」
中
、

前
掲
部
分
の

"
個
人
"
中
心
の
そ
れ

と
は
や
は
り

一
種
矛
盾

の
關
係
に
あ
る
。
し
か
し
こ
の
矛
盾
を
内
包

し

な

が

ら

も
、
二
篇
の
文
は
同

一
の
生
活

・
心
情

の
表
現
ー
1
二
篇
の
間
隔
は
約
二
年
l
I

と
し
て
の
共
通
性
を
有
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
價
値
軸
を
く
公
V
に
置
く
く
公

戴

名

世

.
私
〉
の
枠
組
の
保
持
、
こ
の
枠
組
の
中
で
の
名
世
自
身
の
〈
私
〉
へ
の
傾
斜
、

の
二
重
の
共
通
性
で
あ
る
。
例
え
ば

「杜
溪
稿
序
」
は
全
體

の
論

理

を
く
公

・

私
V
論
と
時
間
論
の
組
合
せ
と
し
て
展
開
さ
せ
て
お
り
、
朱
書
に
言
及
す
る
部
分

を
除
い
て
整
理
す
れ
ば
、
序
は
次
の
三
つ
を
暗
示
も
し
く
は
明

言

す

る
。
第

一

に
、
か
つ
て
名
世
は

「
一
家
之
私
事
」
に
非
ざ
る
文
學
i

「著
書
」
に
よ

っ
て

自
ら

「
百
世
之
人
」
た
ろ
う
と
志
し
た
こ
と
。
第
二
に
、
貧
窮
多
事

に

よ

っ
て

コ

家
之
私
事
L
と
し
て
の
文
學
に
從
事
せ
ざ

る

を

得

ず
、
自
ら
が

「
一
世
之

人
」
と
し
て
終
る
惧
れ
を
抱

い
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、
や
が
て
山
中
に
隱
遁
し

て

「
著
書
」
の
志
を
果
し
、
後
世
に
傳
わ
る
存
在
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
こ

と
。
ー

こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

「
百
世
之
人
」

の
條
件
は

「公
事
」
と
し

て
の
文
學

で
あ
り
、
個
人
は

「
一
家
之
私
事
」
に
非
ざ
る
文
學
に
よ

っ
て
初
め
て

永
遺
の
生
命
を
得
る
、
と
い
う
の
が

「
杜
溪
稿
序
」
全
體
の
主
旨
で
あ
る
。

こ
こ
で

「
一
家
之
私
事
」
に
非
ざ
る
文
學
と
し
て
記
さ
れ
る

「著
書
」
が
、
明

史
の
執
筆
を
意
味
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

「網
羅
散
軼
」

の
語
が
そ
れ

を
推
測
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
し
、
も
と
よ
り
明
史
は
清
朝
に
鍬
す
る
復
仇
を
用
意
す

る
も
の
と
し
て
、
名
世
に
と

っ
て
く
公
V
の
文
學
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
彼
が
こ

の
序
で

「著
書
」

の
志
を
語
る
と
は
、
明
史
執
筆
H
〈
公
〉
の
囘
復
で
あ
る
と
も

解
さ
れ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
史
を
く
公
V
の
文
學
と
し
つ
つ
、
作
者

を
後
世
に
傳
え
る
手
段
と
し
て
捉
え
る
史
の
把
握
の
仕
方
で
あ
る
。
若
年
の
執
筆

と
推
測
さ
れ
る

「史
論
」
(南
山
集
卷

一
)

に
よ
れ
ば
、
名
世
に
と

っ
て
史
は
本
來

經
世

の
道
具
で
あ

っ
た
。

「
天
下
之
用
」

に
適
う
こ
と
が
史
の
目
的
で
あ
り
、
時

代
の
樣
相

・
變
轉
の
原
因
を
後
世
に
傳
え
る
と
は
こ
の
目
的
を
實
現
す
る
た
め
の

方
法

.
手
段
で
あ
る
。
し
か
る
に

「杜
溪
稿
序
」
に
論
じ
ら
れ
る
史
は
、
目
的
と

し
て
の

「天
下
之
用
」、

手
段
と
し
て
の
後
世
へ
の

「傳
」

と
い
う
關
係
を
逆
轉

二

一

一
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さ
せ
、
「用
」
を
語
ら
ず
、
「
傳
」

の
み
を
強
調
す
る
。
し
か
も

「傳
」

の
樹
象
は

時
代
全
體
で
は
な
く
ー

「
賢
君
相
」
か
ら

滸
亂
賊
小
人
」
に
至
る
全
體
を
封
象

と
す
る
史
に
お
い
て
は
、
「
百
世
之
人
」
「
一
世
之
人
」
の
區
別
は
そ
の
意
味
を
失

う
ー

、
作
者
個
人

へ
と
矮
小
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は

史

の
把

握

に

お
け

る

〈
私
〉
の
肥
大
、
〈
私
V
に
ょ
る
〈
公

〉
の
浸
蝕
、
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
史
に

お
け
る

「用
」
の
喪
失
は
、
「命
設
」

に
あ

っ
て
、
「君
子
」
が

「
天
下
之
命
」
に

一
方
的
に
支
配
さ
れ
る
存
在
と
し
て
表

現
さ
れ
、

「
天
下
」

に
樹
す
る
作
用
が
示

さ
れ
な
い
、
と
い
う

「
君
子
」
に
お
け

る

「
用
」

の
喪
失

(「君
子
」

の

一
面
の

「庸
衆
人
」
1

非
〈
公
〉
と
し
て
の
く
私
V
ー

へ
の
轉
化
)
に
樹
應
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
現
象
は
史
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
名
世
の
文
學
規
定
に
お
け
る

「
天

下
之
公
事
」
か
ら

「
一
家
之
私
事
」

へ
の
轉
換
と
は
、
こ
の
、
文
學

に

お

け

る

「
用
」
(天
下
之
用
)

の
喪
失
、

文
學
機
能
の

「
用
」
か
ら

「傳
」

へ
の
移
行
、

を
意
味
す
る
の
で
あ

っ
て
、

「
一
家
之
私
事
」

と
し
て
の
文
學
は
こ
の
二
つ
の
側

面
に
お
い
て
、
文
學
者
と
し
て
の
名
世

に
無
力
感
と
優
越
感
と
を
與
え
る
の
で
あ

る
。
鳴
呼
、
文
章
之
事
、
雖
非
有
用
於
世
、
而
宋
・可
以
爵
位
勢
分
縁
飾
於
其
間
、
亦

靦
乎
求
序
者
之
人
與
文
何
如
、
與
序
者
之
人
與
文
何
如
而
巳
。

(「上
韓
宗
伯
書
」

南
山
集
卷
五
。
名
世
四
十
入
歳
)

と
い
う
の
ば
前
者
に
近
く
、

鳴
呼
、
天
下
事
雖
共
榮
華
甚
盛
、
然
皆
不
踰
時
輒
巳
飄
零
銷
落
、獨
文
字
之
在

人
間
、
愈
遠
而
常
存
。
(「贈
韓
某
序
」
南
山
集
卷
六
。
名
世
四
十
四
歳
)

と
い
う
の
は
後
者
に
近
い
發
言
で
あ
る
。

つ
け
加
え
れ
ば
、
か
か
る
轉
換
の
軸

に
あ
た
る
の
が

「
窮
」
の
意
識
で
あ
る
こ

と
は
、

「窮
鬼
傳
」

の
文
脈
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
自
己
の
存
在
が

「
天

二

一
二

下
」
に
容
れ
ら
れ
な
い
、
才
能
が

「天
下
」
の
た
め
に
用
い
ら
れ
な
い
、
と
自
覺

す
る
時
、

「天
下
救
濟
」

と
い
う
空
聞
へ
の
志
向
は
時
間
軸

へ
の
志
向
に
轉
ず
る

の
で
あ
り
、
名
世
に
と

っ
て
そ
れ
は

「窮
」
な
る
儒
者

の
自
己
解
放

を

意

味

す

る
。
む
ろ
ん
こ
れ
が
觀
念
世
界

へ
の
上
昇
で
あ
り
、
そ
こ
に
手
應
え
の
な
い
脆
弱

さ
が
潛
む
こ
と
、
や
が
て
現
實
世
界

へ
の
墜
落
が
待
つ
こ
と
、
い
ず
れ
も
す
で
に

説

い
た
通
り
て
あ
る
。

七

文

章

論

戴
名
世
が
文
章
論

・
文
學
理
論
と
し
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
説
い
た
か
、
こ
れ

は
以
上
、
〈
公

・
私
〉
の
展
開
と
し
て
見
て
き
た
名
世
の
思
想
と
行
動
の
軌
跡
を

踏
ま
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
も
は
や
、
名
世
の
文
章
論
を
詳
し
く

檢
討
す
る
た
げ
の
紙
幅
が
な
い
の
で
、
そ
の
概
略
を
列
擧
す
る
に
止
め
る
。

e
初
期
、
文
章
に
樹
す
る
行
動
の
優
位
が
張
調
さ
れ
る
。
文
章

・
行
動
の
い
ず

れ
も
、

「
不
朽
」

と
の
關
わ
り
に
お
い
て
説
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
行
動
と
し
て

は

「節
烈
」
、

文
章
と
し
て
は
古
文
の
修
得
に
よ
る
古
人
と
の
比
肩
、
が
目
指
さ

れ
る
。
⇔
古
文
を
治
世

(
公
)
の
靦
點
か
ら
捉
え
、
時
文
の
隆
盛
が
古
道
の
發
現
を
妨

げ
て
い
る
と
す
る
。
古
文

・
古
學

。
古
道
が

一
體
で
あ
る
。

⇔
古
の
文
、
今
の
文
の
本
質
を
そ
れ
ぞ
れ

「眞
」

「
僞
」

と
す
る
。
擬
古
文
の

華
擬
、
駢
文
の
雕
琢
、
い
す
れ
も

「
僞
」
で
あ
り
、
「
飾
」
に
よ

っ
て

「眞
」
(素

顔
)
か
ら
遠
ざ
か
る
も
の
で
あ
る
と
t
、
時
の
經

過

と

共

に

「僞
」
は
滅
び
、

「眞
」
が
現
わ
れ
る
と
い
う
。
「眞
」
に
連
な
る
概
念
と
し
て
、
「獨
立
」
「
自
立
」

「
情
」
「實
」
「自
然
」

が
説
か
れ
、

「雷
同
」
「華
擬
」
「名
」
「
剽
竊
」
「雕
飾
」

が

「
僞
」
に
連
な
る
概
念
と
し
て
排
さ
れ
る
。
前
者
は

「君
子
」
の
文
、
後
者
は

「
衆
人
」
「小
人
」
の
文
と
す
る
。



⑳
本
來
の
文
章
論
の
場
は
古
文
論
と
詩
論
ー
1
古
文
と
詩
と
は
表
現
方
法
に
お

い
て
同

一
で
あ
る
と
す
る
ー

で
あ
る
が
、
時
文
の
教
授
を
業
と
す

る

の

に
件

い
、
や
む
な
く
時
文
論

(
圭
と
し
て
時
文
の
方
法
論
)
を
展
開
す
る
。
四
十
代
以

後
に
こ
の
傾
向
が
張
い
。

的
こ
の
時
文
論
に
お
い
て
、
時
文
は
古
丈
の

一
體

(
一
形
式
)
で
あ
る
と
し
、

時
文
は
古
文
の

「
法
」
を
も

っ
て
書
く
ぺ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
時
文
の
場
を
借

り
て
古
學

・
古
道
の
復
活
を
圖
る
の
で
あ
る
。
〈
公
V
に
よ
る
〈
私
〉
の
浸
蝕
と

い
え
る
。
史
に
樹
す
る
姿
勢
と
鍬
照
的

で
あ
る
。

八

展

望

こ
の
稿
を
絡
え
る
に
當

っ
て
、
戴
名
世
が
自
ら
の
生
活
と
生
涯
を
顧
み
た
總
括

の
言
葉
を
引
い
て
お
き
た
い
。

一
つ
は
晩
年
の
隱
棲
前
、
四
十
八
歳
の
名
世
が
、

「北
行
日
紀
」
1

北
京
を
指
し
て
の
旅
の
記
録
、
に
付
し
た
序
で
あ
る
。

嵯
乎
、
古
之
人
濡
手
足
、
焦
毛
髮
、
勞
其
身
、
以
爲
天
下
經
營
、
拮
据
其
勤

苦
、

豈
特
如
此
而
巳
哉
。

而
余
所
處
、

不
過
爲

一
身

一
家
之
計
、

而
獪
不
能

途
。
窮
巖
斷
壑
之
中
、
必
有
高
人
逸
士
起
而
笑
余
者
矣
。
(「北
行
日
紀
序
」
南
山

集
卷
二
)

も
う

一
つ
は
隱
棲
を
打
ち
切

っ
て
、
再
ひ
世
に
交
わ
る
時
期
、
名
世
五
十
三
歳

の
發
言
て
あ
る
。

余
少
嘗
有
志
於
文
章
之
事
、
而
覊
窮
失
學
、
輾
轉
汨
沒
、
垂
老
無
成
、
印
世

所
流
布
諸
書
、

謬
爲
人
士
之
所
稱
許
、

而
私
心
耿
耿
、

終
有
不
能
自
滿
共
志

者
。
(「張
貢
五
文
集
序
」
南
山
集
卷
二
)

名
世
の
生
涯
と
文
學
を
通
觀
し
て
み
る
と
、
そ
こ
で
の
矛
盾
と
葛
藤
は
、
自
己

と
瓧
會
と
の
關
係
を
い
か
に
設
定
す
る

か
、
と
い
う
問
題
を
め
ぐ

っ
て
終
始
し
た

と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
が
儒
者
と
し
て

の
名
世
に
と

っ
て
空
間
的
な
問
題
で
あ
る

戴

名

世

と
同
時
に
時
間
的
な
問
題
で
も
あ

っ
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
個

人
に
お
け
る
空
間
と
時
間
の
關
係
は
、
名
世
の
み
な
ら
ず
、
文
學
者
の
多
く
に
あ

っ
て
、
そ
の
文
學
の
基
本
に
關
わ
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
名
世
に
お
け

る
そ
れ
が
、
同
時
代
全
體
の
中
で
ど
う
い
う
位
置
を
占
め
る
か
、
そ
の
檢
討
は
今

後
の
課
題
で
あ
る
け
れ
と
も
、
少
な
く
と
も
名
世
が
交
わ

っ
た
文
學
者
の

一
群
の

あ
る
部
分
は
、
〈
公

・
私
V
と
い
う
か
た
ち
で
の
空
間
と
、

「
不
朽
」
・
「
時
」

と

い
う
か
た
ち
で
の
時
間
と
が
、
意
識
の
中
心
に
あ

っ
た
と
推
測

さ

れ

る
。

王
源

(字
崑
縄
、
又
或
菴
。
河
北
大
興
の
人
。

一
六
四
八
ー

一
七

一
〇
)
は
そ
の

一
例

で
あ
る
。

二
人
の
交
遊
は
名
世
三
十
代
の
北
京
滯
在
に
始
ま
9
、
王
氏
と
名
世
と
は
萬
斯

同
、
劉
獻
廷
ら
と
と
も
に
南
京
で
の
隱
遁
を
約
し
た
間
柄

で
あ

る

が
、
名
世
の

「
孑
遺
録
」
に
與
え
た
王
序
は
、
明
の
滅
亡
に
樹
し
、
名
世
と
共
通

す

る

観

點

(公

・
私
)
か
ら
の
論
評
を
加
え
る
。

予
嘗
以
爲
、
上
下
不
同
心
、
中
外
不

一
體
、
小
人
私
而
君
子
未
必
公
、
使
不

省
者
借
口
、
而
賢
才
不
得
盡
其
用
、
天
下
魚
爛
癰
潰
、
坐
覗
不
可
救
藥
、
此
明

之
所
以
亡
。

ま
た
、
王
源
の
手
に
な
る

「
劉
處
士
獻
廷
墓
表
」
に
い
う
、

鳴
呼
、
生
死
無
關
於
天
下
、
不
足
爲
天
下
士
、
師
爲
天
下
士
不
能
與
古
人
爭

雄
長
、
亦
不
足
爲
千
古
之
士
、
若
處
士
者
、
其
生
其
死
固
世
運
滔
長
所
關
、
而

上
下
千
百
年
中
、
不
數
見
之
人
也
。

こ
こ
に
王
源
の
世
界
觀
は
集
約
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
し
か
し
そ
れ
が
實

際

の
文
學
と
行
動
と
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
る
か
は
、
時
代
認
識
あ

る
い
は
現
實
世
界
と
觀
念
世
界
の
均
衡
の
如
何
に
關
わ
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
に
見

た
戴
名
世
の
矛
盾
は
そ
う
し
た
展
開
の

一
つ
の
典
型
で
あ

っ
て
、
名
世
の
友
人
で

あ
り
、
且
つ
同
郷
の
後
輩
で
も
あ
る
方
苞
に
關
し
て
も
、
そ
の
文
學
と
行
動
は
偉

二
=
二



日
本
中
國
學
會
報

第
二
十
八
集

界
觀
の
核
-

公
と
私
、
不
朽
と
時
と
い
う
空
間
と
時
間
の
二
極
構
造
i

が
現

實
と
の
緊
張
關
係
の
中
で
生
み
出
す
運
動
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い

う
よ
り
は
、
か
か
る
観
點
に
ょ

っ
て
こ
そ
、
方
苞
の
文
學
と
文
學
理
論
の
意
味
は

よ
り
明
瞭
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
點
に
關
し
て
は
や
が
て
別
の
機
會
に
述

べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

注
ω

本
稿
は
第
二
十
七
囘
日
本
中
國
學
會

(
一
九
七
五
年
十
月
三
日
。
於
秋
田
大
學
)

で
の
發
表

「戴
名
世
-

公

・
私
の
矛
盾
と
浸
透
」
に
基
づ
き
、

一
部
修
改
を
加
え

た
も

の
で
あ

る
。
な

お
發
表

の
際
、

「窮
」

の
概
念
が

も

つ
重
要
性

に

つ
い
て
荒
木

修
氏
よ
り
指
摘
を
受

け
た
。
ま
た
、

田
仲

一
成

・
三
浦
國
雄

の
兩
氏

よ
り

は
資
料

の

閲
覽

・
探
索
等

で
便

宜
を
得
た
。
本
稿

は

こ
れ
ら

の
恩
恵
を
こ
う
む

る
こ
と

が
大
き

い
。
誌
面
を
借
り
て
諸
氏
に
感
謝
す

る
次
第

で
あ

る
。

②

戴
名
世

の
傳
記

の
主
な
も

の
と
し

て
は
、
徐
宗
亮

「
戴
先
生
傳
」

(『
南

山
集

』
所

收
)
、
蕭
穆

「
戴
憂
庵
先
生
事
略
」

(『
碑
傳
集
補
』
卷

入
、
『
國
粹

學
報
』
第

七
十

二

期
)
、
馬
其

昶

「
戴
南
山
先
生
傳
」

(『
桐
城
耆
舊
傳
』
卷

八
)
、

「清

史
稿

」
卷
四
入

九
、
合
肥
師
範
學
院
中
文
系
古
典
文
學
教
研
組

「
戴
名
世
」

(『安
籔

歴
代
文
學
家
小

傳
』
所
收
)
、
口
躍
目
目
①
一
編

『
国
目
藁

琶
悼
O
ぽ
ぼ
o
。・o
o
h
爵
o
O
ぽ
.ぼ
o。
男
o
コ
ハx
一』

お

よ
び

Q
8

螽

o
げ
編

『
H"
ρ
昜
　9

ロ
o
h
O
び
.H豊

ピ
巨

oq
』
所
收

の
戴
名
世

の
項
等
が

あ
る
。
年
譜

と
し
て
は
、

戴
鈞
衡

「
南

山
先

生
年
譜
」

(『
南
山
集
』
所
收
)
、

研
究

と

し

て

は
、

佐
藤

一
郎

「戴
名

世

・
方
苞

の
交
遊
よ
り
見

た
る
桐
城
派
古
文

の
成

立
」

(『
囈
文
研
究
』
第

十
六
號
)

か
あ
り
、

ま
た
同
氏

「清

の
詩
文
」

(『
國
學
院
雜

誌
』
昭
和
四
十

一
年

九
月
號
)

も
戴
名

世
に
言
及
し
て
い
る
。

③

こ
の
事

件
を
記
述

し
た
主

な
資
料

は
次

の
逋
り
。
「方
孝
標
戴
名
世
案
」

(彭
國
棟

『
清
史
文
蹴
志
』
所

收
)
。
「
戴
名
世

『
南
山
集
』
案

」
(
歸
静
先

『
清
代
文
鑞
紀
略

』

所
收
)
。

『
清
史
稿

』
聖
祀
本
紀
三
。

『
東
華

録
』
康

熙
八
十
八
、

八
十
九
。

ま
た
前

掲

の
傳
記

・
研
究
等
も
事
件

に
觸
れ
た
も

の
が
多

い
。

④

歸
靜
先
前
掲
書
。

⑤

孟
森

『
心
史
叢
刊
』

一
集
。

⑥

前
掲

『
安
徽
歴
代
文
學
家
小
傳

』
及
び
安

徽
人
民
出
版
計
編

輯

『
桐
城
涙
研
究
論

二

一
四

文
集
』
所
載
の
諸
論
文
は
そ
れ
ぞ
れ
に
詳
價
を
異
に
す
る
。

ω

朱
太
忙
「戴
南
山
集
序
」
(『新
式
評
點
:
戴
南
山
集
』
所
收
)。
前
掲
佐
藤

一
郎
論

丈
。

⑧

「姚
符
御
詩
序
」
(南
山
集
卷
二
)
「道
虚
圖
詩
序
」
(同
上
)
に
よ
れ
ば
名
世
の

歸
隱
は
さ
ら
に
翌
年

(康
熙
四
十
二
年
)
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
姑
く

「硯
莊
記
」

(同
卷
十
一
)
と

『南
山
集
』
方
苞
序
に
從
う
。

⑨

華
文
書
局
版

『南
山
集
』
(民
國
五
十
九
年
。
民
國
七
年
重
刊
本
影
印
)
を
底
本

と
し
、
諸
本
1
1
秀
野
軒
版

『南
山
全
集
』
(道
光
三
十
年
)、
『潛
虚
先
生
文
集
』

(光
緒
ご
十
一
年
)、
張
仲
玩
版

『南
山
集
』
(光
緒
二
十
六
年
)、
大
逹
圖
害
供
應

瓧
版

『
新
式
標
點
戴
南
山
集
』
(民
國
二
十
三
年
)
1

を
參
照
し
た
。

⑩

「戴
名
世
の
志
-

明
史
と
隱
遁
」
(札
幌
商
科
大
學
・
札
幌
短
期
大
學

『論
集
』

第
18
號
に
掲
載
の
豫
定
)。

⑪

「與
弟
書
」
(南
山
集
卷
五
)。

⑫

「訂
交
序
」
(南
山
集
補
遺
下
)
「初
集
原
序
」。

鱠

「意
園
記
」
(南
山
集
卷
十
二
)
。

⑭

「自
訂
周
易
稿
序
」
(南
山
集
卷
ご
)
「河
墅
記
」
(同
卷
十

一
)
「潘
木
崖
先
生
詩

序
」
(同
卷
二
)
。

兮e⑯⑰⑱⑲

「青
布
潭
記
」
(南
山
集
卷
十

一)
。

「曹
先
生
傳
」
(南
山
集
卷
七
)
「李
逢
亨
傳
」
(同
上
)
等
。

「與
余
生
書
」
(南
山
集
卷
五
)
「與
王
雲
濤
書
匚
(同
上
)
等
。

「
上
劉
木
齋
先
生
書
」
(南
山
集
卷
五
)。

「邊
蕭
端
木
序
」
(南
山
集
卷
六
)。

『南
山
集
』
方
苞
序
。


